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争

己句

Ｊ
Ｊ
“
グ
垂

』△
、

▽
Ｌ

画
争

グ
“

》あ
た
ら
し
く
合
群
し
た
大
金
木
山
左
睡
が
州
互
の
親
和
を
は
か
る
た
め
九
月
十
七
日
芦
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
理
皿
会
を

行
っ
た
が
、
錦
八
匹
（
藤
碑
者
松
町
、
兇
峨
町
浬
が
み
ご
と
健
勝
、
湾
兇
町
、
変
生
部
落
が
第
二
位
古
町
、
鍛
幽

治
町
、
新
城
剛
（
悪
瀬
）
が
第
三
位
に
入
っ
た
。

町
民
大
通
勤
会
、
浦
鮎
太
郎
の
仮
装
行
列
一

全
町
あ
げ
て
の
運
動
会
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は
合
併
後
初
の
お
祭
り
で
あ
り
、
鯉
産
物
品
評
会
や
各
小
・
中
学
校
、
保
育
症

な
わ
れ
る
ほ
か
、
母
の
会
の
祷
別
食
裳
営
乗
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
会
、
商
工
会
に
し

行
な
ど
礎
沢
山
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
。
，

品
評
会
の
出
品
要
領
一
ス
モ
蘂
の
理
大
梶
長
芙
堂
一
杢

十
一
月
一
日
か
ら
三
円
間
に
わ
た
っ
て
一
一
ゴ
ボ
ウ
（
大
〆
一
把
）
人
参
、
仏
掌

鱸
繊
雪
議
一
灘

物
紬
評
会
種
伽
く
蹴
脚
茅
す
め
て
い
一
（
華
辮
恥
孟
ラ
澄

為
。△
会
堀
金
木
小
学
校

一
マ
デ
、
脇
グ
ツ
（
各
一
足
）
ケ
ラ
（

△
出
品
祁
目

（
穀
類
の
部
）
祁
籾
．
玄
米
、
一
画
麺
、
一
一
一
枚
）
楓
械
繩
（
大
五
〆
一
た
ま
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
バ
、
栗
、
塞
押
（
辨
垂
霊
榊
詮
一
癖
渉
（
五
合
）
嬢
蜜

そ
の
他
（
各
五
合
）

‐
・
果
実
の
部
）
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
、
カ
キ
（
一
苔
）
葉
硬
草
（
十
枚
一
束
）

ブ
ド
ウ
（
各
五
伽
）
栗
、
ク
ル
ミ
（
’
（
参
考
品
の
部
）
隆
雄
生
壷
上
参
考
に

答
五
金

一
な
る
も
の

洪
笑
の
ウ
ズ
、
仮
装
行
列

秋
ま
つ
り
は
例
年
ど
お
り
十
万
百
か
ら
三
日
間
、
役
溺
・
商
工
会
・
鰹
協
そ
の
他
客
郡
剛
体
の
辻
侭
で
お
こ
な
わ

れ
愚
が
、
今
年
は
小
学
校
の
創
立
八
十
周
年
記
念
行
事
と
も
ぶ
つ
か
る
の
で
相
当
の
羅
況
が
予
想
さ
か
亀
と
く
に
今

刷
は
合
併
後
初
の
お
祭
り
で
あ
り
、
淫
産
物
品
評
会
や
各
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
商
等
学
校
生
徒
の
作
品
歴
が
お
こ

な
わ
れ
る
ほ
か
、
母
の
会
の
特
別
食
裳
営
乗
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
会
、
商
工
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
大
種
行
列
、
み
こ
し
連

大
名
行
列
な
ど
盛
沢
山

今
年
は
農
産
物
品
評
会
も

一
癖
皿
市
の
小
田
川
、
更
生
部
落
か
ら
は

一
運
動
会
の
呼
び
も
の
で
あ
る
錘
々
し
い

仮
装
行
列
も
お
目
見
郷
す
る
な
ど
、
姻

衆
は
お
ろ
か
、
ね
り
歩
く
町
点
の
人
逮

一
か
ら
も
馴
れ
る
よ
う
な
か
っ
さ
い
を
浴

．
》
小
）
幸
』
。

一
一
こ
の
日
慨
勝
を
と
げ
た
藤
枝
、
狩
松

一
処
鰄
町
チ
ー
ム
は
昨
年
金
木
町
速
皿

Ｅ
二
三
三
二
二
二
軍
旨
二
二
弓
呂
ご
目
昌
口
呂
冒
弓

水
呑
場
な
暇

難
癖
蕊
聴
鍵

し
た
．
な
お
母
親
ク
ラ
ブ
組
織
の
大
綱
一
囎
静
び
か
け
逐
次
組
繊
を
払
大

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
母
撤
方
と
と
も
に
母
親
ク
ラ
ブ
キ
緬
繊

建
物
が
危
険
で
モ
の
う
え
不
蝿
賑
で
あ

び
金
木
高
等
学
校
が
新
築
校
舎
に
移
転

控
鵬
棚
蘂
鵬
雛
緋
搬
一
一
鰔
一
卿
一
ｆ
》
訓
一
一
一
一
》
岬
課
戸
難
い
軍

鍵
鱗
塞
懸
欄
↓
員
悪
書
れ
潅
弘
庫
バ
ス
蕊
簔
謬
の
矛
＃
謹
蝋
一
鶴
蕊
籠
憲
諏
蕊
蕊
瀞

印
が
己
雨
試
・

出
狼
所
】
し
て
臼
が
浅
い
関
係
か
、
一
円
の
平

乱
諾
識
溌
溌
溌
蕊
職
憲
霊
迩

室
一
二
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
二
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
三
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
一
』
一
二
二
一
二
一
二
一
一
二
一
二
二
二
一
二
一
二
一
二
二
一
一
二
一
二
二
二
一
二
一
二
二
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
一
二
二
二

芦
野
公
園
内
に
蕊
篝
謹
…
ｃ
迄
鍾
凰
”
蕊
灘
溌
；
ぬ
一
露
蕊
鑪
灘
霊
蕊
窪
識

遊
園
地

急
醗
当
初
町
内
に
あ
る
一
憂
鵲
こ
れ
灘
』
め
収
入
を
図
る
琳
業
も
塗
れ
て
い
る
…
…
．

一
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
山

事
業
収
益
で
兒
童
文
庫
も
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
‐

の
修
了
児
廊
皮
ぴ
誤
托
入
所
し
て
い
せ
て
行
。
。

驚
議
蕊
灘
蕊
舞
慧
溌
螺
礁
該
蕊
懲
蕊
馴
騨
蕊
蕊
驚
一

心

会
に
も
第
一
位
を
獲
得
し
て
い
る
だ

け
に
合
併
に
よ
る
今
回
の
と
合
せ
て

二
連
醜
と
い
う
と
こ
ろ
。

血
の
つ
な
が
っ
て
る
親
子
が
仲
よ
く
走

る
親
子
競
走
は
大
の
オ
ヤ
ジ
が
セ
ガ
レ

が
せ
っ
か
く
追
い
こ
し
て
来
た
バ
ト
ン

花
ミ
ス
ミ
ス
ま
た
越
さ
れ
て
し
ま
う
な
一

ど
、
と
ん
だ
親
子
風
衆
だ
っ
た
。
ま
た
一

蕊蕊蕊
･宵｡?-胃.:凸2.$:■:ペロ説。

彰

す
P

’

陣

減

一
壼
確
恥
嘩
癖
ぴ
も
の
仮
装
行
列
は
見
る

こ
れ
は
嫁
婿
と
そ
の
親
と
は
血
が
つ
な

が
っ
て
な
い
と
い
つ
こ
と
で
御
法
墜
に

一
な
っ
た
組
も
あ
る
な
ど
笑
い
の
一
コ
マ

七
人
で
、
ま
る
で
芝
居
の
サ
ム
ラ
イ
が

チ
ヨ
ン
マ
ゲ
落
し
た
み
た
い
な
恰
好
。

参
加
し
た
十
五
チ
ー
ム
の
成
綱
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

①
藤
極
、
若
松
、
兄
峨
町
②
岩
見
、

塑
生
③
古
町
、
鍛
冶
、
新
誠
町
④
中

与
に
花
咲
か
ジ
ジ
イ
を
呼
べ
ば
、
偉
い
一
く
り
』
と
も
う
一
つ
は
『
盆
蹄
り
』
で

蹄
遁
蠅
纈
縦
雄
緋
鰡
一
鯰
睡
糀
畑
孵
瀧
韮
蕊

殿
繊
が
ノ
ソ
ノ
ソ
と
双
手
を
さ
し
出
し

影
今
国
お
く
り
』
は
古
い
時
代
か

人
を
ア
ツ
ト
い
わ
せ
、
花
咲
か
ジ
ジ
イ

が
灰
な
ら
ぬ
小
紙
を
ま
け
ば
、
鵬
上
の

殿
雛
が
『
こ
れ
は
み
ご
と
・
・
・
』
と
い
う

せ
り
ふ
も
う
け
が
よ
か
っ
た
。
愛
状
授

弘
哨
バ
ス
五
所
川
腺
営
栄
所
で
は
当
町

に
出
張
所
を
設
は
、
金
木
地
区
を
中
心

に
交
通
網
の
拡
張
を
針
画
し
て
い
た
が

轌
定
的
で
は
あ
る
が
、
事
務
所
及
び
平

服
花
哨
新
町
白
治
食
料
品
店
の
一
部
を

細
り
訓
予
河
封
跡
細
《
九
司
週
繩
か
君
一

る
八
昼
一
千
日
か
ら
営
業
を
鯛
始
し
た
一

蕊
鐵
蕊
蕊
舞

一
．
蹄
何
號
・
垂
．
や
伺
琴
・
壷
・
箕
．
‐
…
…
・
一
年
函
と
は
別
に
者
看
の
有
志
だ
と
の
こ
お
か
し
い
し
、
科
学
種
知
ら
ぬ
老
人
は
の
力
の
入
れ
方
が
実
を
結
ん
だ
．
者

と
だ
が
、
町
内
の
す
み
ず
み
か
ら
ふ
ん
と
も
か
く
、
文
明
に
浴
し
て
い
る
い
ま
人
が
識
極
印
に
動
い
て
く
れ
る
こ
と
－

お
祭
り
と
寄
付
だ
ん
に
寄
附
種
せ
び
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
自
時
の
若
者
の
矛
盾
し
た
考
え
方
に
も
い
町
を
住
み
よ
く
す
る
臆
動
力
で
あ
る

寄
附
を
と
ら
れ
る
こ
と
で
一
番
不
快
な
分
た
ち
本
位
の
こ
と
で
使
う
と
い
う
の
さ
さ
か
驚
か
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
町
溢
品
を
く
れ
な
く
と
も
好
き
な
人
は
一

行
率
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
『
虫
お
だ
か
ら
全
く
あ
き
れ
る
。
彼
ら
の
レ
ク
の
一
つ
の
風
俗
と
し
て
継
承
さ
せ
る
よ
る
の
だ
し
、
む
し
ろ
溢
品
を
も
ら
つ
．

く
り
』
と
も
う
一
つ
は
『
盆
蹄
り
』
で
ツ
エ
ー
シ
ヨ
ン
だ
と
思
え
ば
、
あ
の
赤
う
な
文
化
財
の
熱
の
も
の
で
あ
る
な
ら
人
、
も
ら
わ
な
い
人
の
気
ま
ず
さ
鞁

影
令
国
お
く
り
』
は
古
い
時
代
か
じ
ゆ
ば
ん
の
立
振
り
姿
に
愛
ら
し
い
と
ぱ
、
何
も
や
っ
て
悪
い
と
い
う
こ
と
は
え
た
だ
け
で
も
心
か
ら
み
な
楽
し
め
》

ら
の
な
ら
わ
し
か
田
碩
え
の
後
に
な
る
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ま
る
で
興
行
も
の
の
な
い
。
要
は
そ
の
行
事
の
や
り
方
だ
。
よ
う
に
な
つ
た
。
祠
青
年
団
に
対
上

と
迷
信
そ
の
も
の
。
行
列
蓮
作
っ
て
や
よ
う
な
や
り
方
に
は
私
ば
か
り
で
は
な
若
者
同
士
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
感
謝
し
た
い
く
ら
い
で
あ
る
。

っ
て
来
る
。
豚
子
力
時
代
の
今
日
、
根
し
に
ま
る
っ
き
り
隆
亭
に
関
係
の
な
い
れ
ぱ
、
も
う
少
し
そ
の
健
全
化
に
若
者
（
奮
野
・
皿
。
Ｙ
馨

も
葉
も
な
い
よ
う
な
こ
の
行
事
を
し
か
町
民
に
と
っ
て
は
基
だ
納
碍
の
い
き
余
ら
し
い
老
え
な
も
り
込
ん
で
、
町
民
の

二
・
一
画
。
■
『
■
９
日
０
口
、
■
■
」
■
・
二
・
口
”
】
字
再
』
一
■
■
０
口
０
ｒ
″
■
且
■
一
回
再
一
一
｝
軍
画
一
■
｜
■
０
０
〃
■
■
■
』
■
一
一
一
二
』
章
南
画
｝
■
ロ
日
〃
０
０
９
口
Ｉ
■
』
】
一
』
一
再
口
一
・
画
『
■
Ｊ
０
■
■
”
’
’
一
■
一
己
』
Ｐ
』
再
口
重
章
『
■
日
日
９
，
口
■
Ｆ
』
■
寺
』
一
画
】
口
一
・
国

き
た
の
で
あ
る
が
、
営
業
主
体
が
津

■
ｐ
甘
口
■
、
■
■
」
■
■
■
■
■
■
■
■
二
■
●
■
■
？
■
■
■
む

【
写
迩
・
・
・
新
股
さ
れ
た
弘
南
バ
ス
金
木

当
地
区
を
中
心
に
し
た
交
通
網
の
拡

張
は
、
地
域
侘
儘
の
数
年
来
の
婆
認

で
、
花
田
町
是
は
じ
め
金
木
商
工
会

が
、
擬
会
あ
る
毎
に
疎
悩
婆
鋪
し
て
。

柏
木
、
小
栗
崎
⑤
山
適
、
昭
和
、
大

班
ケ
丘
⑥
本
町
、
栄
、
田
、
南
新
町
⑦

派
立
、
新
、
昭
、
車
町
（
嘉
瀬
）
⑧
川

倉
⑨
衷
良
市
⑩
小
田
川
⑪
沢
鄙
、
三

好
町
⑫
寺
、
新
、
浦
町
、
芦
野
⑬
小

川
、
米
、
川
端
町
⑭
神
明
、
朝
日
町

⑮
焚
種

郡
北
の
路
線
握
化

弘
南 一

噸
委
し
演
劇
斎
藤
茂
冶
作
『
龍
の
池
』

張
所
設
圃
に
尽
力
し
た
関
係
者
は
町
一

発
隈
将
来
の
た
め
に
、
今
後
全
町
あ
一

げ
て
協
力
を
願
い
た
い
と
摺
っ
て
い
－

》
③
。

出
賑
所
の
規
模
は
趣
転
手
八
名
、
車
掌
一

九
名
の
針
十
九
名
、
自
鋤
率
は
金
木
四
一

台
の
ほ
か
富
野
、
再
蹴
、
嵩
池
に
各
二

台
の
計
七
一
口
と
な
っ
て
お
り
、
路
銀
は
一

再
蹴
線
、
砂
山
線
、
喜
良
市
隷
、
宮
野
一

線
、
五
所
川
皿
ｌ
小
泊
課
と
大
巾
に
弘
一

Ｆ
、
４
Ｐ
ｈ
・
日
ｊ
』
』
一
。

迫
る
金
高
開
校
記
念
日

閉
校
記
念
日
を
十
月
下
旬
に
ひ
か
え
た

金
木
藩
校
で
は
恒
例
の
芸
能
発
翌
会
に

異
ス
、
金
木
に
出
張
所

餓
赫
麹
柵
澤
締
幽
塗
辨
呼
溌
鋪
鯏
喘

、

発
表
会
の
出
し

も
の
な
ど
決
る

１
１

全
を
蝿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
諦
所

母
の
全
α
は
十
供
た
ち
に
不
自
由
な
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
の
で
、
穂

審
変
ン
ス
パ
ー
テ
ー
や
派
芸
大
余
な
ど

で
符
た
収
入
を
そ
の
表
圭
自
仙
恰
水
鰹

子
供
会
で
作
っ
た
ネ
ブ
タ
を
連
行
し
て
一
こ
の
う
わ
さ
の
子
供
た
ち
は
米
町
、
三

も
ら
っ
た
収
益
を
饗
老
院
の
不
幸
な
方
一
野
川
の
子
供
た
ち
で
、
醗
勵
定
唯
欝
司

関
口
次
郎
作
『
乞
食
と
夢
』
を
は
じ
め
一

驚
な
ど
篤
山
の
ス
参
千
ル
種

予
定
し
て
い
る
。

な
お
同
校
で
は
新
校
舎
移
転
に
よ
っ
て

新
た
に
使
丁
を
探
閉
す
る
こ
と
に
な
り
ゞ

九
月
一
日
付
で
見
崎
町
算
用
子
勇
五
郎
一

さ
ん
を
発
令
し
た
。

星
亡
て
こ
の
せ
ま
く
て
悪
い
道
路
上
一

均
収
入
は
八
千
円
か
ら
一
万
円
台
で

あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
に
希
獣
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。
金
木
ｌ
神
豚
線
及

び
鶏
淑
ｌ
喜
良
市
線
の
道
路
が
予
想

以
上
に
悪
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
『

ネ
ブ
タ
の
耐
儀
寄
付

感
心
な
米
町
こ
ど
も
会

｝
そ
の
圭
士
自
鋤
給
水
器

」

付
し
、
町
踵
は
じ
め
保
が
所
聰
凰
垂
感
一

激
さ
せ
た
。
‘轆
鐸
鑑

ミス正
二で洞
。＋胞

榴蘭
f湖カ
テめを
､Iぐ一
2りこ
をと
’おし
、こて

．な掴
，つ慨
：た（

畷腱
拡・
充雄

謹呈
役寄
T,ノコ聯↑

一

ま
た
同
分
団
が
音
頭
を
と
り
、
こ
れ
ま

で
の
盆
踊
り
を
も
つ
と
趣
全
な
も
の
に

し
よ
う
と
従
来
ま
で
の
よ
う
な
寄
附
を

募
っ
て
の
鍾
品
づ
き
盆
踊
り
追
放
に
乗

出
し
、
町
内
の
人
々
か
ら
よ
ろ
こ
ば
れ

て
い
る
。

青
年
団
、
十
和
述
合
寄
年

田
に
親
睦
旅
行
団
金
木
分

団
で
は
去
る
八
月
二
十
一
日
団
以
相
互

の
親
睦
を
は
か
る
一
つ
と
し
て
衝
切
パ

疑
惑
種
蓄
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
来
一
嬢
の
隆
務
謀
か
ら
通
遼
が
入
っ
た
。
そ

年
の
『
虫
お
く
り
』
ま
で
こ
の
こ
と
を
一
れ
に
よ
る
と
県
で
は
現
在
種
苗
業
を
営

じ
っ
く
り
反
省
し
て
も
ら
い
た
い
。

『
盆
踊
り
』
に
つ
い
て
は
金
木
冑
年
団

の
力
の
入
れ
方
が
実
を
緒
ん
だ
。
老
い

人
が
識
極
印
に
動
い
て
く
れ
る
こ
と
は
．

町
を
住
み
よ
く
す
る
嘘
動
力
で
あ
る
。

溢
品
を
く
れ
な
く
と
も
好
き
な
人
は
踊
三
、
届
出
の
魂
類
種
次
の
い
ず
れ
か
に

る
の
だ
し
、
む
し
ろ
鍾
品
を
も
ら
っ
た

分
類
し
て
記
入
す
る
。

人
、
も
ら
わ
な
い
人
の
気
ま
ず
さ
が
消
（
イ
）
あ
ら
た
に
営
業
開
始
し
た
場
合

え
た
だ
け
で
も
心
か
ら
み
な
楽
し
め
る

（
ロ
）
あ
ら
た
に
営
築
所
を
設
け
た
湯

よ
う
に
な
っ
た
。
祠
青
年
団
に
対
し
て

合

晦
謝
し
た
い
く
ら
い
で
あ
る
。

（
雷
野
。
Ｍ
ｏ
Ｙ
生
）
一
（
ハ
）
従
前
の
届
出
率
項
変
更
あ
る
鰯

に
商
品
農
鋤
、
息
率
や
そ
の
他
一
鮮
鵜
側
撫
螺
州

ｂ
砦
二
二
二
『
ｑ
ｌ
ｊ
ｈ
二
・
二
冨
三
７

の
障
害
物
の
多
い
の
は
ど
う
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
二
十
九
日
か
ら
金
木

Ｉ
臓
原
間
を
町
の
皆
顕
が
出
動
さ
れ

て
砂
利
を
敷
い
て
く
れ
、
非
常
に
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
車

故
の
危
嶮
防
止
に
も
ご
協
力
願
え
た

な
ら
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

1

I

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
峨
等
は
今
一

後
町
搬
金
並
び
に
町
民
各
位
の
侭
姻
に
一

の

峅
鋤
騰
纈
錘
鯏
紗
噸
木
一

Ｍ
利
三
十
年
九
月
三
十
日

金
木
町
助
役
三
上
斌
錫

金
木
町
収
入
役
伊
丸
岡
勘
二

罐
録
州
噸
睦
木
立
民
五
郎
一

｜
繧
鰯
磯
溌
諦
鵬
趨
銅

頚
し
作
物
名
淀
具
体
酌
に
妃
入
の
こ
と

四
、
右
の
記
載
醗
項
は
届
出
癖
（
隈
林

大
臣
あ
て
の
分
）
と
区
別
し
別
紙
駅
式

に
よ
り
記
入
さ
れ
た
い
。
．

慈
善
パ
ー
テ
ィ

さ
わ
ら
ぴ
主
擁
、
母
の
会
後
按
の
慈
善

パ
ー
テ
ィ
の
第
三
Ｍ
目
は
去
る
八
月
二
一

十
九
日
夜
保
育
研
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
雄
つ
た
寄
附
は
全
額
保
奇
跡
の

施
設
拡
充
識
に
役
立
て
ら
れ
る
が
、
こ

の
パ
ー
テ
ィ
は
今
後
毎
月
二
十
日
に
胆
『

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一一一

三
役
就
任
の
こ
と
ば

臘
蕊
醗
霧
爵
寧
”
去
る
八

１
１
１

毎
月
二
十
日
に

木立氏 伊丸岡氏 三上氏

砺
四
皿

臨
時
町

鍛
金
に

お
い
て

瀧
い
各

位
の
御

侭
帳
丞

辱
う
し

夫
“
特

別
雌
に

就
征
す

さ
れ
た
一

に
招
蛎

月
八
日
一

。二で
L－－－一一 星一旦一室
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